

















































































































































のかまでは明確にしていない。そこで日輪寺を訪問したところ、御住職より「日本橋の有力な商家であった勝田家は、日輪寺に毎月五両十両と寄付していたと伝えられている」とのお話を伺うことができた。なお、大伝馬 に位置した勝田家から西浅草の日輪 ま の距離は約三㎞にあたる。　
さらに、勝田家の家紋「沢瀉」 （図５）と商標「曲尺に大の字」 （図６）が刻まれた五基の墓石を確認することが
35 河鍋暁斎筆「地獄極楽めぐり図」と勝田家菩提寺
できた。また「大鐘氏」と刻まれた墓石もあり、 「一、勝田家について」でも述べたが飽くまで「勝田」とは屋号であって、本姓は 」であったことがここからも窺える。ここで、 「地獄極楽めぐり図」第五図に描かれた勝田家の墓石に目を向けてみると、 「大」の一字が見える（図７） 。 れは、大鐘の「大」を表わしたものであろう。第三十六図には「正一位大鐘稲荷大明神」と記された幟（図８）が描かれていることから、勝田家には屋敷神として稲荷明神を祀ってい ものと考えられる。　
また、勝田家の家紋が入った墓石の内には、 「勝嘉」 「勝儀」 「勝長」の文字がそれぞれ刻まれたものが見られた。











「勝嘉＝勝田屋嘉兵衛」 、 「勝儀＝勝田屋儀兵衛」 、 「勝長＝勝田屋長蔵」であるとすれば、現存する勝田家の墓石のうち、兄にあた 「勝長」の墓に田鶴が祀られている可能性が高いといえるだろう。しかし田鶴の戒名「清鏡院寿弌貞讃大姉」が刻ま た墓石を確認すること できなかった。　
ところで、本作には明治五年七月に新たに描き加えられた場面がある。そのうちの第三十七図（図
10）は文明開













































































































































































































定往生」と書かれた門柱、念仏札の賦算、そして遣迎二尊と、それぞれ時宗の教義に基づいた表現がなされている。しかし暁斎は当世風俗に擬えて賦算を表現したり、本作を最後まで見てはじめて田鶴が釈迦如来 阿弥陀如来の二尊に守られて極楽往生を遂げたこ が かるなど、様々な仕掛けを施している。これは、本作に詞書きはないながらも、その説明的な構成と細かな描き込みによって物語の展開 理解でき、 れば見るほどその内容を読み解いてゆける特徴と関連することだろう。依頼主の勝田家も、本作を前にして田鶴との思 出を交えながら様々な事を語ったことだろう 田鶴の死後の世界についての語りを促し 想い 馳せさせる仕掛けをなすことで、暁斎は田鶴の追善としたのではないだろうか。
註（１）
 勝田家は文化芸術を愛好し後援した一家であった。勝田家は彫刻家高村東雲（一八二六～一八七九）の「上華客」であったことが、弟子の高村光雲による回顧録『光雲懐古談』 （万里閣書房、昭和四年）に記されている。また、歌舞伎役者の五代目尾上菊五郎（一八四四～一九〇三）を贔屓にしていたことが、山岸宗『五世尾上菊五郎』 （文學堂、明治三十六年）や島崎藤村「スケッチ」 （ 『中央公論』明治四十三年一月）に紹介されている。
（２）












勝田家から制作依頼を受けると「本奉書を六ツ折 し、ソレへ一枚十日間もかかっ 極彩色の錦絵を描」いたとある。しかし本作の款記を見ていくと同じ日付を持つ図が二枚あるこ どから、暁斎はある程度描き溜めたものを五兵衛に届けていたのではないだろうか。
（５）
 「地獄極楽めぐり図」第三十二図の大部分は明治二年 月二十六日に描かれてい が、画面右隅の円窓のみ明治五年七月に描かれ ることが から明らか なっている。
（６）
 神田山日輪寺御所蔵の過去帳には、 「清鏡院壽弌貞讃大姉」 （田鶴の戒名）の欄に「明治二年三月九日」と記されている。
（７）


















14） 「地獄極楽めぐり図」第二十三図に描かれる歌舞伎役者は、服部幸雄氏により八代目市川団十郎であると解釈され続けてきた（服部幸雄「極楽と芝居の盛り場の幻想」 『暁斎』第四十二号、河鍋暁斎記念美術館、平成二年） 。しかし、本図に描き込まれた「橘」 （市村羽左衛門系列 定紋）と「杏葉菊」 （尾上梅幸の替紋）の紋様、そして風貌の特徴から、五代目尾上菊五郎と同定した。
（






















































































































A Journey around Hell and Paradise by Kawanabe Kyosai and the 
Family Temple of the Katsuta
Megumi Soda
A Journey around Hell and Paradise (Seikado Bunko Art Museum 
collection) by Kawanabe Kyosai(1831-1889), was active as a painter from 
end of Edo to Meiji period and the paint is known as a work which 
Kyosaiʼs major patron, Katsuta Gohe, a wealth merchant of Nihonbashi 
requested Kyosai to paint. This work was produced in commemoration 
of Gohe's daughter named Tatsu who died young in Meiji 2 (1869), and it 
consists of 40 figures in total. The story is about Tatsuʼs journey with the 
Buddha Amida and King Enma with enjoyment, and go to paradise. The 
work is renowned as a masterpiece of Kyosai because it has ingenious 
narrative as well as precise and beautiful draw.
The family temple of the Katsuta is drawn in this work. However, 
the consideration of the seat of this temple had not been advanced in 
previous studies. The production purpose of this work is the memorial 
service of Tatsu. It is very important to specify the family temple 
of the Katsuta in thinking about the production background. Then, I 
investigated based on the document concerning the Katsuta family, 
and it has been revealed that the seat of the family temple is Nichirin-
ji temple located in west Asakusa. In this thesis, it introduces details 
behind the incident that specify the family temple.
Nichirin-ji temple is a buddhist temple of Ji-sect. And it has been 
recognized that several pictures based on the doctrine of Ji-sect is drawn 
in this work. In this thesis, the relations between those pictures and the 
memorial service are also considered.
